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序文

本町は埋蔵文化財包蔵地が多く、前川・安楽川の流域を中心に約 200ヵ所の周

知の遺跡が知られておりますo

近年、宅地開発や農業基盤整備事業の増加に伴い、これらの遺跡の緊急確認調査

も又急増しています。

今回調査しました下回遺跡の確認調査、並びに緊急発掘調査も県営畑地帯総合土

地改良事業曽於東部二期地区の実施に先立って行われたものです。

ここにその調査結果を報告書として刊行いたしましますが、この資料が歴史解明

の一助となり、文化財の保護と学術研究のために広く活用されれば幸いです。

発刊にあたり、御指導いただいた各先生方、作業協力者の皆様、又調査に御協力

を頂きました土地所有者・並びに関係各位に対し、心よりお礼申し上げます。

平成4年 3月

志布志町教育委員会



例言

1. この報告書は県営畑地帯総合土地改良事業曽於

東部二期地区(別府上工区)に伴う下回遺跡の

埋蔵文化財確認調査報告書である。

2.調査は、鹿児島県農政部(大隅耕地事務所)か

らの委託事業として志布志町(志布志町教育委

員会)が委託し調査主体者となり、平成 3年10

月25日から平成3年12月30日まで実施した。

3.調査における実祖.iJおよび測量、写真撮影は、米

元と小村が分担して行った。

4.調査および整理作業につしては鹿児a島県教育委

員会文化課の指導、教示を受けた。

5.本書に用いたレベル数値は、すべて海抜高であ

る。

6.遺物はすべて通し番号とし、挿図、図版ともー

致する。

7. 出土遺物は志布志町教育委員会で保管し、公開

展示する予定である。

8.本書の執筆および編集は米元、小村が行ったO
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第1章調査の経過

第 1節調査に至るまでの経過

鹿児島県教育委員会では、県下の市町村教育委員会と連携し、文化財の保存・活用を図るた

め、関係各機関との間で、事業区域内における文化財の有無及びその取り扱いについて事前に

協議し、諸開発との調整を図っている。

この事前協議制に基づき、鹿児島県農政部(農地整備課・大隅耕地事務所)は、志布志町別

府上工区における県営畑地帯総合土地改良事業(曽於東部二期地区)の計画策定にあたり、実

施計画区域内の埋蔵文化財の有無について、県文化課に照合した。

これを受けて文化課は、昭和63年4月当該地区の埋蔵文化財分布調査を志布志町教育委員

会と実施した。

分布調査の結果、当該事業区域内に下回遺跡の存在していることが判明したので、事業実施

前に遺跡の範囲・性格などを把握するための確認調査を実施することとなった。

第2節調査の組織

調査主体者志布志町教育委員会

調査責任者

調査事務

調査担当者

" 
" 
F 

" 
府

" 
府

P 

" 
p 

p 

教 育 長徳重俊二

社会教育課長慶田泰輔

課長補 佐 井 手 富 男

文化体育係長下平晴行

主 査米元史郎

主 事中富徹

主 事荒平安次

主 事小村美義

主 事松崎陽子

主 査米元史郎

主 事小村美義

なお、調査企画等において、県教育庁文化課長・向山勝貞氏、問主任文化財研究員兼埋蔵文

化財係長・吉元正幸氏の指導・助言を得た。

遺物整理・報告書作成においては、県文化課埋蔵文化財係の専門職員各氏並び知覧町社会教

育課文化係上田耕民の指導助言を得た。
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第3節調査の経過

確認調査は、鹿児島県からの受託事業として、志布志町教育委員会が調査主体者として実施

した。その結果、事前計画地区内にA地区(1トレンチ) ・B地区(1 0トレンチ)の 2地区

に遺物を出土する地域があることが判明した。

この調査結果の概要については、確認調査発掘作業終了直前に、調査の現場において関係者

(大隅耕地事務所・町耕地課)立ち合いのもと、状況報告を行った。

これを受けた事業主体の大隅耕地事務所は、実施計画再検討の結果、 A地区並びにB地区の

1 0トレンチ部分については、設計変更のうえ現地保存の措置をとるがB地区の一部 10トレ

ンチに隣接する、遺物散布地(以下B地区とする)の畑地部分については、設計変更の措置を

取り得ず削平対象区域となるため、継続的な発掘調査の実施を要望した。この為志布志町教育

委員会は対象面積に伴う経費を確認の上、確認調査に引き続きこの削平対象区域の緊急発掘調

査を実施することにした。

現地の調査は、平成3年11月25日から12月30日までの実数25臼問実施した。

確認調査のトレンチ配置は地形等を考慮し、遺跡の立地条件の良い箇所や工事等によって削

平されると思われる部分を中心として 2x4mのトレンチ 10ヵ所を設定した。

文、遺物の集中散布地の発掘調査に際しては、直前に遺物包含層の存在と遺物の範囲を確認

するため 10 x 1 m4箇所と 2x 2 m 1箇所のトレンチ堀りの後、全面調査に移行した。

この間の調査の経過については、下記概要の通りである。

尚、調査経過の記載については、確認調査期間中の協議決定を受けて発掘調査に移行した為、

一部に調査が並行して行われた時期もあり、継続して記載する。

11月25日(月)用具搬入。確認点検。作業員への調査方法・調査上の留意点の説明。

1， 2， 3トレンチ設定。 1，3トレンチ掘り下げ開始。

11月26日(火)4， 5， 6， 7， 8， 9， 10トレンチ設定。 1，3トレンチ掘り下げ。

11月27日(水)雨の為中止。

11月28日(木) 1， 3， 5トレンチ掘り下げ、トレンチ位置図作成。午後雨の為中止。

11月29日(金)雨の為中止。

12月2日(月) 1，3，5，6トレンチ掘り下げ。 2，4， 6， 7 ， 8， 9， 10トレンチ位置図作成。

1トレンチより集石遺構検出。

12月3臼(火)3，4，5，6トレンチ掘り下げ。 3トレンチ完掘。

12月4日(水) 4， 5， 6トレンチ掘り下げ。各トレンチ標高設定。

12月5日(木)4， 5， 6， 10トレンチ掘り下げ。 5，6トレンチ完掘。

12月6日(金) 4，10トレンチ掘り下げ。 4トレンチ完掘。 3トレンチ土層断面写真撮影実測。

12月9日(月) 7， 8， 10トレンチ掘り下げ。
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12月10日(火) 7. 8. 10トレンチ掘り下げ。 4.5. 6トレンチ土層断面写真撮影、実測。

12月11日(水) 7. 8. 10トレンチ掘り下げ。 10トレンチ完掘。

12月12日(木) 2.7.8.9トレンチ掘り下げ。 10トレンチ出土遺物写真撮影。

12月13日(金) 1， 2.7.8.9トレンチ掘り下げ。 2.7.8トレンチ完掘。

12月16日(月) 1， 9トレンチ掘り下げ。1， 9完掘。 2トレンチ土層断面写真撮影、実測。大

隅耕地事務所と現地協議。

12月17日(火) 7. 8. 10トレンチ土層断面図写真撮影、実測。 lトレンチ集石遺構写真撮影。

B地区グリッド設定。試掘トレンチA.B. C. D. E設定、掘り下げ。A.B.C 

トレンチ大半は包含層が削平されている。 D.Eより土器出土。

12月18日(水) 1. 9トレンチ土層断面写真撮影、実測。 10トレンチ出土遺物標高・平板実測。

B地区重機により表土剥ぎ。 B6区.B7区.B8区.B9区包含層掘り下げ、

遺物出土。

12月19日(木) 1トレンチ集石遺構実測。

B地区重機により表土剥ぎ。 C5区.C 6区.D5区.D6区包含層掘り下げ、

遺物出土。

12月20日(金) 1トレンチ集石遺構実測。

B地区重機により表土剥ぎ。 B3区.C 3区.C4区.D3区.D4区包含層掘り

下げ、遺物出土。

12月21日(土) 1トレンチ集石遺構実測。

B地区重機により表土剥ぎ。 A1区.A2区.B1区.B2区.C2区.D2区包

含層掘り下げ、遺物出土。

12月24日(火)B地区重機により表土剥ぎ。 A10区.All区.B10区.Bll区包含層掘り下げ、

遺物出土。

12月25日(水)B地区重機により表土剥ぎ。1， 2号畦畔土層断面図撮影・土層断面実測。 BlO

区.C 9区.C10区.C11区包含層掘り下げ、遺物出土。

12月26日(木)B地区 1号畦畔取り外し。 C7区.C 8区.D7区.D8区包含層掘り下げ、遺

物出土。

12月27日(金)B地区2号畦畔取り外し。 C5区.C6区.C7区.C 8区.C9区包含層掘り下

げ、遺物出土。 B地区完掘。発掘作業終了。機材搬出。水洗後収納。

12月28日(土)B地区遺物出土状況写真撮影。出土遺物標高・平板実測。

12月29日(日)B地区出土遺物標高・平板実測。

12月30日(月)B地区完掘地形測量。グリッド、配置図平板測量。

調査完了。測量用具・出土遺物搬出。撤収。
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第2章 遺跡の位置圃環境と周辺遺跡

第1節下回遺跡の位置・環境

本町は鹿児島県の東端部で、志布志湾の湾奥に位置し、海岸線は東西に約10回、内陸部に向

かつて約24kmで、南北に細長く延びる釣鐘形の形状をなしているO

北東から東側へは宮崎県都城市及び串間市と接して県境をなし、北西から西側へは末吉町、

松山町、有明町とそれぞれ接している。

南面する海岸線は、ほぼ中央に位置する市街地を挟んで、西側は砂浜海岸が続くのに比べ、

東側は日南層群で構成される山稜が海までせまり岩礁海岸を形成している。なお、市街地は、

比高40m程のシラス台地の海食崖下に発達した古期砂丘上に立地しており、これは約6000年前

の縄文海進の名残りと考えられる。

内陸部の地形は、北部から東部にかけての山稜地帯は、主に新生代古第三期の地層と考えら

れている日南層群よりなる南那珂山系の西端域となり、これより西へ拡がる広大なシラス台地

(曽於丘陵地)には、この山系より派生する残丘状山地が北東より南西方向に、散発的に、次

第に小起伏となって延びている。シラス台地は並行して南流する中小の河川の活発な浸食作用

によって深い谷で分断され、さらにその支流によって樹枝状に拡がる谷頭浸食で細かく刻み込

まれて、大小幾多の台地が形成され、谷底の低地とは急傾斜面や崖によって区切られている。

町内を流れる河川は西側に延長24kmの安楽川が、東側を延長15kmの前川がそれぞれ南流してお

り、他に北東山間部の四浦地区には大矢取川が宮崎県串間市を経て志布志湾へ注ぎ込んでいる。

又、これらの河川の中流域から下流域にかけては各所に大小の河岸段丘や谷底平野が形成され

ている。

このような地形のため、町内に分布する約180箇所の埋蔵文化財包蔵地の多くは、山稜に付

随するそれぞれの山麓台地基部、あるいはその縁辺部に立地している。

今回発掘調査対象となった下回遺跡も、南那珂山系の最東端に位置する益倉山地の西側に、

北東から南西へ、山並みと並行して流れる前川の深い谷で区切られた台地上に立地している。

文、台地の南側は前川の支流である益倉川の谷で、北側は益倉山地から前川へ落ち込む小さな

V字状の谷によって、それぞれ隣接台地とは隔絶されている。さらに台地上にも西側から二つ

の浅い谷が入込んでおり、台地全体が東側を基部に西へ三つ葉状に尾根が延びた形状となって

いる。今回の調査で遺物の発見されたA地区は中央の尾根上に、 B地区は最も広い南側の尾根

上に立地していることになる。

以上、下回遺跡を包括する志布志町の自然環境を概観してみたが、この地方が気候温暖で湧

水豊かな自然の恩恵を受けて、古代より連綿とした人々の営みが、繰り広げられていたことが

偲ばれるものである。
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第2節周辺遺跡

ここでは、硲に“縄文銀座"と呼ばれる前川流域の中でも、特に今回調査した下回遺跡を中

心とした前川中下流域の代表的な遺跡について紹介をしてみたい。

鎌石橋遺跡は、前川支流の谷底平野に小規模に発達した河岸段丘上に立地しており、昭和56

年発掘調査が行われている。その調査結果は、鹿児島考古第16号に発表されているが縄文時代

晩期及び前期の遺構遺物と伴に、縄文時代草創期に比定される隆帯文土器や集石炉遺構が出土

し重要な遺跡となっている。

鎌石遺跡は、平成元年土地改良事業に伴う確認調査で発見され、縄文早期の集石炉遺構、晩

期の黒川式土器や建自圧痕文土器、平安時代の須恵器や土師器の椀・杯・聾・焼塩壷等と伴に、

江戸時代の土壌墓2基から、人骨片と伴に副葬品の六道浅各7枚が出土している。

西原A遺跡も、平成2年の土地改良事業に伴う確認調査で発見された遺跡で、縄文時代晩期

の黒川式の土器と滞日庄痕文土器や石鎌、石匙、打製土掘り具、磨石、石皿、敵石、石錘、台

石、凹石等の石器類と伴に、土製勾玉、石製勾玉が出土している。

山之上遺跡は、前川と益倉川の合流地点の南側で、下回遺跡の立地する別府台地に隣接する

石踊台地の北西隅の畑地に位置し、別府(石踊)遺跡の北側500mの地点に所在する。昭和42

年3月に確認調査が実施され、その結果、敷石住居跡が発見され、縄文早期の塞ノ神式土器や

石核なども出土している。

石踊遺跡は、昭和51年特農事業に伴う確認調査で遺跡の所在が確認され、その後、農道舗装

部分の2400nlについて昭和52・53年に発掘調査が行われている。その結果、轟式、曽畑式をは

じめ早期から晩期までの各時代の遺物が出土した。野久尾遺跡は昭和51・52年に発掘され、撚

糸文、轟式、春日式の土器が出土している。中でも轟式土器は約5000点の出土遺物の約8割を

占め、この土器型式の究明に重要な資料となった。小沸l遺跡は、前川河口より700m付近の海

岸段丘の南西で、前川との比高が14mの傾斜面に立地している。昭和42年8月に調査が実施さ

れ、その結果、縄文時代中期及び後期の土器が出土している。出土遺物は岩崎下層式、岩崎上

層式、指宿式、市来式、草野式、石錘、扇平半磨製石器などである。又、この遺跡からは、中

世山城志布志内城の石段や井戸等の遺構も確認されている。

上田屋敷遺跡は、昭和63年特農事業に伴い確認調査が実施されている。その結果、台地緑辺

部の各トレンチから石坂式、吉田式、前平式、桑ノ丸式、入佐式、黒川式等の縄文土器と伴に

僅かに残存している弥生時代の遺物包含層から弥生時代の聾や石斧等が出土している。尚、こ

の遺跡からは、昭和44年に弥生中期の山之口式の完形土器が採集されている。
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第 1図下回遺跡の周辺遺跡図
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第 1表周辺の遺跡一覧表

番号 遺跡名 所在地 地形 時 代 出 土 遺 物 等

1 潤ケ野 帖上ノ原 台地
縄文(早・前・ 前平式・轟式・岩崎上層式・擬縄文
後晩) 土器

2 出 口 A 庁 出口 沖積地 縄文・弥生 双角石器

3 出 口 B 庁 出口 台地 グ(早・晩)
前平式・塞ノ神式・三万田式・鐘目
庄痕文土器

4 家ケ野 庁 天堤 台地 グ・弥生 指宿式・市来式・草野式

5 鎌石橋 p 前畑 傾斜地 !日石器・縄文 細石核・細石刃・隆帯文土器

6 鎌 石 F 鎌石 台地
縄(早・晩) 吉田式・黒川式・須恵器・土師器(椀・
平安江戸 杯・聾・焼塩壷)古銭

7 二反野 庁 二反野 台地 縄文・弥生
吉田式・石坂式・塞ノ神式・曽畑式・磨
製石斧・磨石・石皿

8 西 原 庁 西原 台地 縄文(晩)
黒川式・土製勾玉・石製勾玉・石繊・
石匙・打製土掘具・磨石・石血

9 山之上 庁 石踊 台地 !日石器・縄文 石核・石坂式・塞ノ神式

10 別府石踊 F 石踊 台地
縄文(早・前・ 吉田式・石坂式・塞ノ神式・轟式・曽畑
中・晩) 式・岩崎式・黒川式

11 野久首 p 野久首 鞍部 グ(早・前・晩)轟式・曽畑式・春日式・指宿式・黒川式

12 湖 F 小潟 傾斜地
グ(中・娩) 岩崎上下層式・指宿式・市来式・草野
弥生古墳 式・石錘・中世城郭遺構

13 飛 渡 グ飛渡 鞍部
グ(晩)弥生・ 黒川式孔列文土器山之口式石槍|
古境 石錘・円盤状石斧

14 鳥 廻 11 島廻 台地 グ(早)II(中) 円筒系土器・集石

15 上田屋敷 11 上田屋敷 台地 グ(晩)//(中)
吉田式・石坂式・前平式・桑ノ丸式・入
佐式・黒川式・山之口式
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第3章層位

下回遺跡の所在する別府上台地は、新生代古代三期の日南層郡が基盤となり、その上を、約

22，000前の姶良カルデラを起源とする入戸火砕流(シラス)が覆うかたちで形成され、さらに前

途の通り、台地全体が三つ葉の尾根状になった地形のため、場所によって約 2~4mの厚さで、

以降の各時代の火山噴出物や腐食土壌(アンドソイル)が堆積している。

~ 
Bl:::::::::.:: ::::: I 

羽

咽

第2図基本層序

また、個人による基盤整備もかなり進んでおり、多量の盛土層が形成

されている所や、耕作による撹乱を受けている場所も多い。

基本となる層序は第2図の通りであるが、場所によってはより細分され

るところもある。

I層茶褐色土

耕作土で、色調・硬さにより 2層 (a，b)に細分できる。

E層明黒褐色土

轍密な砂質の腐植土壌で、やや硬質である。

E層黄褐色土

霧島御池を起源と考えられる黄白色火山灰を全面ゴマ塩状に含む

硬質土漕である。

N層黒褐色土

下部に池田カルデラ起源と考えられる黄白色軽石 (3~20皿)を

混入する層で、場所によって硬質となっている所もある。

V層黄櫨色火山灰土

鬼界カルデラを起源、とする赤ホヤ火山灰(約6.300年前)である下

部は砂粒状の軽石が堆積している。

VI層暗茶褐色土

縄文早期の遺物含有層である。硬質で、色調により (a，a'.b) 

の3層に細分できる所もあるo VI a'層は二次サツマか?

四層暗茶白色火山灰土

桜島を起源とするサツマ火山灰層(約11，000年前)であるが、こ

こでは全域ブロック状か二次堆積状に汚れている。

WI層茶褐色粘土質土

場所によって色調硬さによって数層に細分できる。

K層暗黄灰色火山灰層

ヌレシラスと呼ばれ、色調硬さによって数層に細分でき、黄白色

軽石の混じる所もある。 22.000年前の入戸火砕流に比定される。
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第4章調査の概要

第1節調査の概要

下回遺跡の立地する別府上台地は、東から西へ三列の尾根状起伏とその間の浅い谷部で構成

され、南側の尾根状台地先端部一帯が周知の遺跡として知られ、遺物の散布がみられる。

確認調査は、事業計画区域となるこの台地全体に渡り、遺跡の範囲・性格等を把握するため、

地形などを考慮して、工事により削平される部分や道路に計画されている部分を中心として、

2x4mを基本とするトレンチ 10か所を設定して行った。

調査の結果、第4図に示す第 lトレンチから層序により縄文時代早期に該当する集石遺構が、

また第 10トレンチU層より縄文時代早期の土器片が出土している。なお、 10トレンチ付近

では表採資料も数点見られた為、この一帯の対応を重点的に検討した。

第2節 各トレンチの調査

第 lトレンチ

調査区北端標高約68m平坦
67.5印n

地の芝畑に 2x 4mの大きさ ー

で設定した。

層位はほぼ基本層序であっ

たが、 I~II層は個人による 66.5 OmI

農地造成による撹乱層である。

また一部層によっては樹根等

による撹乱も観察された。

薩摩¥ia'の二次堆積(? ) 

が観察され、トレンチ北側jの

¥ib層上面で集石遺構が検出

された。土器が共伴していな

いが層位から縄文早期の集石

遺構と思われる。

ほとんどが角礁であり、砂

岩である。火を受けたものと

考えられ、若干赤味を帯びて

いる。明確な堀込みは確認で

きなかった。

67.00m 67.00m 

第3図 下回遺跡1トレンチ土層断面図及び集石出土状況
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第2トレンチ

調査区北北東標高約68mの傾

斜地の畑で、 lトレンチの東南

60mに位置する地点に 2x 4 m 
67.00m 

の大きさで設定した。 ー

ほぼ基本層序であるが、 E層

は確認されず、傾斜地であるた

め、羽層と班層を明確に細分で 66.00m

きなかった。遺物・遺構は、確

認されなかった。

V 67.00m 

第3トレンチ

調査区北東標高約12mの徴高

地で、 2トレンチの東南70mの

地点に 2x4mの大きさで設定

した。 71.00m

I層から下は班層となり E層

は確認されなかった。傾斜地で

あるため班層はブロックでしか

観察できなかった。遺物・遺構

は、確認されなかった。

'l1.00rn 

伽一
戸
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ン
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で

さ
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レ

m

序

硬

チ

標

ト

4

層

ン

東

3

×

本

調

レ

区

、

2

基

色

ト

査

で

に

o

ぽ

は

4

調

畑

点

た

ほ

層

第

の

地

し

K

66.00m 

かった。

第6図 下回遺跡2、3、4トレンチ土層断面図
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第5トレンチ

5トレンチ調査区東端標高約

69mの畑地で、 4トレンチの東
68.00m 

140mの地点に 2x 4 mの大き 一

さで設定した。

層位はほぼ基本層序であるが

¥i層の遺物包含は細分できなかっ 6130m

た。また、四層の薩摩ブロック

は確認されなかった。遺物・遺

構などは確認されなかった。

第6トレンチ

調査区東南標高約倫nの畑で、

5トレンチの西70mの地点に 2 6処69
x 4mの大きさで設定した。

層位はほぼ基本層序である。

¥ia層の遺物包含層は非常に硬

質であり、 ¥[a 層の薩摩の二

次堆積が観察された。

'WI層、 K層はそれぞれ色調・

は確認されなかった。

Ia 

VI 

1Xb 
o-一一-1p1~亡=苫C_，-=:

、、h司・ー-・ ー-・咽圃・ー

第7図 5.6トレンチ土層断面図
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第 7トレンチ

調査区南南東標高約67mの傾

斜地の畑で、 6トレンチの南西9

Omの地点に 2x4mの大きさで 68.DOm

設定した。

層位はほぼ基本層序である o

Vl:a層の遺物包含層は非常に硬
67.00m 

質であった。¥m層から X層にか

けでは、樹根と思われる撹乱が

観察されたoVI:層でも樹根(? ) 

と思われる撹乱が観察され、四 66旦hI1

b層が落ち込んでいた。遺物・ L._.. 

遺構などは確認されなかった。
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た。

I層およびE層は、撹乱層で

ある。闘は確認されなかった。 6包れ
K層は色調などにより、 a、b、

Cに細分した。遺物・遺構など

は確認されなかった。

65.DOm 

一一一一一一一一一一一一一一-9-:二二二ユ;m

第8図 7.8トレンチ土層断面図

-20-



第9トレンチ

調査区南標高約66mの傾斜地

の畑で、 8トレンチの南西50m

撹乱の観察されるところもあるo

u層の遺物包含層は確認された

が遺物・遺構は観察されなかっ

た。

第10トレンチ

調査区南西標高約69mの畑で、

9トレンチの西160mの地点に

2 x 4mの大きさで設定した。

ほぽ基本層序であるが、直~

N層は樹根による撹乱が観察さ

れた。v[層より早期土器片が 2

点が出土した。 lは、胴部の細

片である。器壁は薄~'o 縦位に

網目状撚糸文を施すものである。

色調は茶褐色であり、焼成も良

好である。 2は、摩滅の著しい

破片である。上位が、若干肥厚

するもので、施文は、数条の沈

線を横位に施す。

V 

VI 

⑧ 

65.00ロ1

t樹根

• • 一

-1 

. 
2 

68.00m 

第9図 下回遺跡9.10トレンチ土崩断面図及び平面図
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第10図 1 0トレンチ出土土器実測園

第3節下回遺跡B地区の緊急発掘調査

下回遺跡の確認調査によって遺物の出土を見た地点の取扱いについては、事業主体者である

大隅耕地事務所・町耕地課等の現場担当者との現地協議により、次のように対応することとなっ

た。

その結果、 A地区については設計変更によって遺跡は現地保存されることとなった。しかし、

B地区については設計変更が困難であるため、最低限の削平部分について引き続いて緊急発掘

調査を実施することとなった。

調査はまず遺跡の範囲を確認するため、現況地形を考慮してA-Eの試掘トレンチを設定し

た。その結果、 A-C試掘トレンチについては、トレンチ端に遺物包含層は残存していたが、

遺物の出土は認められなかった。 D.Eについては、遺物包含層および遺物の出土が認められ

た。そこで第 11図に示す区域については、東西方向に 1-12南北方向にA-DのlOxlOm

グリッド設定し、緊急発掘調査を行うこととなった。

調査区は、南東側の台地中央部側については耕作によって削平をうけており、遺物包含層は

北西側に向かつて緩やかに傾斜し、その先は、以前の個人による造成によって削平を受け、下

段の圃場と継続していなかった。

I-V層に関しては、重機による表土剥ぎを行い、 VI層の遺物包含層は人力で掘り下げた。

層位は、 I-m層は耕作などによる撹乱層であり、場所によっては耕作機械(リッパー)の

爪跡が残る。 VI層は、遺物包含層である暗茶褐色硬質土層のVIa層と茶褐色硬質土層のVIb層

の2層に細分され、 VIb層が最終検出面である。

調査区は傾斜していることもあって、遺構は確認されなかったが、縄文早期末の塞ノ神式土

器の出土を見た。また、最近注目されている塞ノ神式土器に伴う壷形土器および耳栓が出土し

た。

~22-



• 

6 1Bi 

I i 

I I 、t__-L..____一--J i-」-一一一
A C 

------ーープ¥¥

5 

+ 

+ 

十

22 

6 

+ 

+ 

• 4 

• • 
• 

7 

+ 

g-

• 83・
.・・・5

+ 

-
-
-

q
b

・
A
U
 

‘，A
 

8 

十

+ 

十

39 • 
.・71

9 

• 
唱

E
A

噌
自
由
ea

，
.
 

】
叫
・

0
D
'
n
E
E
-
-

n

百
・
'

・
-EUD

十

10 

B地区遺物出土状況及びグリッド設定図・発掘区地形図

+ 

+ 十

第11図



D 

+ 

2号畦畔位置

/ 

C 

B 

A 

十

-23~24-

2 

⑧ 

， ， ， ， ， 
・52 で'

32 " ・， 
¥" ， ， 

/ ， ， 、k• .γ ， ， ， ， ， 
J ， 

十

10m 
ζゴ

• • 
109¥¥之18.

26ト¥.

3 

• 

• 

+ 

十

+ 

• 

4 

• 
------一一一大¥

十

5 

• 

+ 

+ 

十

6 

• 

+ 

• 92 

+ 

• 4 

• 

• 

• 

• 73 

• 

7 

• • 

十

p
h
u
 --

• • -qa 
n
口

+ 

g-

• 

8 

• 



r 
I 

ームー_V ~ 主4 ￥ 、J 、，、，
￥ 与L 与L 与4 ￥ 与L 与L ￥ ~ー~ 半 斗L ￥ ￥ 

I〆

68.00m 
Ia ¥68.00m 
Ib-一~入-

こIL入

Id 

VIa 
-一一ーー一一一一 ¥ー一一一ー-ー........ ー

一~一一一一一一一一一-YIb
一一一一一一 司-司町』 ーーーーーーーーー

一ー一一司-ーー
一一一一一一一一一。一一一一一 一一一←一一一~ 

67.00m 

68.00m 

，

r
¥
M
 le 

O 11干

第12図 B地区 1号畦畔土層断面図

-25-26ー



第13国 B地区2号畦畔土居断面図

第4節出土遺物

1.土器

( 1 )出土土器の形態分類

出土土器は、形態の特徴から便宜的に I-活類土器の6種類に区分することとした。

第I類土器(第14図-3)

円筒形の胴部に綾杉文を丁寧に施すものである。

第E類土器(第14図~第15図-4-13)

口縁部が若干内湾気味になるものである。ロ唇部は平縁であるが若干内傾し、胴

部はほぼ円筒形となるものである。施文は、櫛描きの流水文及び羽状文である。

第E類土器(第15図-14)

鯛部が「くJの字に屈曲するものである。

第N類土器(第15図-15)

頚部の屈曲部に突帯文状に盛り上げ、刻目を施し、刺突連点文を施すもの。

第V類土器(第16図~第33図-16-179)

V類土器は、口縁部がラッパ状に開くものであり、胴部はほぼ円筒形を呈し、底部

は上げ底気味の平底である。施文は撚糸文、幾何学回線文、刺突連点文、刻目文な

どである。この遺跡の中心を占めるもので多彩なバリエーションがあり、数量も多

い。器形上、深鉢形(1)と壷形(2 )に分けられる。

-27ー



(1)深鉢形

口縁部に特徴が認められ、 (a)口縁部がラッパ状に開くラッパ状口縁と (b)外

反する口縁の端部がキャリパー状に屈曲する屈曲目縁の 2通りの形態を認めること

ができる。さらに、それぞれは施文に若干のバリエーションが認められる。

また、腕部は器形はほぼ円筒形であり、形態を分けることはできないが、施文に

若干のバリエーションが認められる。尚、底部については一括して説明する。

( 2 )壷形

細部に若干のバリエーションが認められ、便宜的にa-dに細分した。

第¥[類土器(第34図~第35図-180-195)

凹線の区画内に撚糸文および刺突連点文を施すものである。

( 2 )第 I類土器(第14図-3) 

3は、鯛部破片で、器壁は12皿である。胎土には長石・角閃石と比較的大きな小磯も含むが、

内面は丁寧なナデ調整で、焼成も良好である。色調は貨褐色である。丁寧な綾杉文が施されて

いる。

( 3 )第E類土器(第14図~第15随一 4-13)

4は、ロ縁部から腕部にかけての破片で形態を窺える唯一のものである。ロ縁部が内湾気味

であるが、胴部は円筒形を呈するようである。ロ唇部は平縁で内傾する。器壁は13皿ある。胎

土には角閃石・長石・石英と小礁を含む。色調は明茶褐色である。施文は 5mm単位の丁寧な櫛

描きの流水文が施されている。 5は、櫛描きの流水文であるが、やや荒し、。 6-12は、羽状の

櫛描きを施すものである。 6は、内面はヘラ状の工具による荒い調整が施されている。 7は、

丁寧な羽状の櫛描きであるが、 9. 10は荒い感じに施され、焼成・胎土が類似している。 11-

12も焼成・胎土が類似している。

第E類土器(第15図-14)

14は、胴部破片である。 rく」の字に屈曲するもので、無文で色調は淡茶褐色である。

第N類土器(第15図-15)

15は、頚部破片である。屈曲部に突帯状に盛り上げ、刻自を施し、屈曲部下端に刺突連点文

を2条巡らす。色調は茶褐色で、金雲母を含む。

-28ー
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第V類土器(第16図~第33図-16-179)

ロ縁部がラッパ状に開くもので、胴部はほぼ円筒形を呈し、底部は上げ底気味の平底である。

施文は、幾何学凹線文、時計j突連点文、撚糸文などで文様構成をする。本遺跡の主体を占めるも

ので、多彩なバリエーションがあり、数量も多い。器形上、深鉢形(1)と壷形(2 )に分け

られる。

(1)深鉢形

①ロ縁部(第16図~第20図ー16-79)

深鉢は、ロ縁部に特徴が認められ、

縁の端部がキャリバー状に屈曲する屈曲目縁の2通りの形態を認めることができる。さらに、

(a)ラッパ状に開くラッパ状口縁と (b)外反するロ

それぞれは施文に若干のバリエーションが認められる。

また、胸部は器形はほぼ円筒形であり、形態を分けることはできないが、施文に若干のバリ

エーションが認められる。尚、底部については一括して説明する。

a (16-回)ラッパ状に外反するもの。

口層部は、平坦面をつくるものと、若干丸くおさめるものがある。この口唇部には、丁寧な

刻目あるいは刻線を施すものが一般的である。また、屈曲部外面は不明瞭なものが一般的であ

るが、内面は明瞭なものと不明瞭なものに認められる。ロ縁部の外面に施される文様は若干の

バリエーションが認められる。

16は、若干内湾気味に外反する口縁部に幾何学文を施すものであり、 17は、外反する口縁部
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第17図 V類土器実滴図(2)
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に幾何学文を施すもので、 17・18は口唇部に刻目を施さない。 18は、口唇部端に刻目を施し、

斜位と多条の横位の回線文で、幾何学文を構成するもので、器壁は薄く、丁寧なナデ調整であ

る。 19・20は、屈曲部の稜線が明瞭で、そこに 2-3条の凹線文を巡らし、口縁部外面には凹

線により弧状の曲線文を施すものである。それぞれ磨き調整であり、焼成も良好である。 21は、

多条の横位による回線文を縦位の凹線文で結ぶものである。 22は、屈曲部内面の稜線が明瞭な

もので、ロ縁部外面には回線文による幾何学文を施し、 14mm単位の撚糸文を東にして施すもの

で、撚糸文帯は口縁部の文様部分にまで達する。 23・24は、口縁部外面に 4-6条の回線文を

横位か斜位に施すもので、 23・24は摩滅している。 25は、 4条の回線文を斜位に施し、ロ層部

は平坦である。

26は、口唇部に刻目を施し、ロ縁部に横位の回線文を数条巡らし、回線文の 1本目と 3本目

を弧状に結ぶもので、若干摩滅している。 27は、口層部に丁寧な刻目を施し、 4条単位の回線

文を横位および斜位に施す。色調は茶褐色である。 28は、若干内湾気味に外反する口縁で、口

唇部に丁寧な刻目を施し、ロ縁部に 3条単位の回線文を横位および斜位に施すもので、丁寧な

ナデ調重であり、焼成も良好である。

29-35は、口唇部に丁寧な刻目を口唇部全面に施し、回線文で横位あるいは斜位に巡らし、

幾何学的に文様構成をするもので、太形回線文 (29-33)と細形回線文 (34-35)がある。 29

-33は、若干厚手であるが焼成は良好である。 30・31は、屈曲部内面稜線は明瞭である。

36-40は、口唇部に刻目を施し、回線文を横位に巡らし、単純な文様構成をするもので、器

壁は薄手である。 36・37は、浅い平行回線文を横位に施すもので、 38-40は、浅L、3条の回線

文を横位に巡らすもので、 38は、口唇部に羽状の刻目を施す。ロ縁部外面にはススが付着して

いる。 39は、口唇部外端に刻目を施すが、 40は口層部に刻線を施す。

41-49は、凹線文の上位あるいは下位に刺突連点文を施すもので、刺突連点文は凹線文帯の

上下位に施すものが一般的であるが、諸君j突連点文単独で文様構成するものもある。刺突連点文

は、断面U字状 (42・46・47・48・49)ものと断面V字状 (41・43・44)が認められる。 45は

どちらとも施す。

41-43は、口層部両端に丁寧な刻目を施し、弧状に数条の回線文を施し、弧状の回線文に沿

うように刺突連点文を施す。 44・45は、口層部両端に刻目を施し、斜位の数条の回線文の上位

および下位に刺突連点文を施すものであるが、ロ層部直下にも刺突連点文を施す。それぞれ、

ススが付着している。 46は、若干外反する口縁部で、 4条の回線文を横位に施し、回線文帯の

下位に刺突連点文を施す。 47は、口唇部外端に刻目を施し、平行回線文を巡らし、斜状の回線

文で、幾何学文を構成するもので、蜘j突連点文を単独に施す。 48・49は、横位あるいは斜位に

平行回線文を施し、その上下位に刺突連点文を施す。 48は、器壁は薄く摩滅しているo49は、

外反する口縁部で、口唇部は剥落しているが、屈曲部の稜線は明瞭である。屈曲部下位には、

撚糸文が認められる。

50-58は、口唇部に刻j自を施すだけで無文のものであるが、頚部には文様を施すようである。

50は、浅い回線を横位に施し、 51は、渡状口縁となるもので、口唇部に刻線を施し、 4条の浅

-33ー
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い凹線を横位に巡らせるものである。 52は、 3条の回線文を横位に巡らし、回線文の上位に刺

突連点文を施すが、刺突連点文は繁雑である。 53・54は、 2-3条の回線文を施すものである。

55は、縦位に撚糸文を施すもので、ロ縁部の文様部分にまで達している。 56は、平行回線文の

上と下を弧状に結んで文様を構成するもので、磨き調整で焼成も良好で、ある。 57，58は、無文

の口縁部であり、 57は丁寧なナデ調整である。

b (59-79)外反する口縁の端部がキャリバー状に屈曲するものである。ロ縁部は、波状ロ

縁になるものと、平縁日縁の両方が認められる。ロ唇部は、平坦面をつくるものと、若干丸く

おさめるものがある。この口唇部および屈曲部には、刻目を施すのが一般的であるが、中には

屈曲部に刻目を施さないものもある。口縁部の外面に施される文様は、若干バリエーションが

認められるo

59-73は、凹線文を幾何学的に施すものである。 59は、ロ縁部が波状となるもので、口唇部

と屈曲部に丁寧な刻目を施し、ロ縁部外面に 4-5条の回線文を幾伺学的に施すもので、 4条

の回線文帯と 5条の凹線文帯を山形につなぐ部分が認められる。 60は、口唇部が若干内傾する

もので、屈曲部直下に横位の回線文を巡らす。 61・62は、屈曲部上位に4条の凹線文を施し、

屈曲部下位に回線による幾何学文を施すが、 61は、波状の回線文を縦位に施す。 63は、屈曲部

上位に浅い回線文を施し、 64は、口縁部端がやや肥厚するものである。 67・68は、口唇部端に

は刻目を施し、屈曲部外面の稜線には、断面U字状の刺突連点文の刻自を施す。

69-73は、口縁端の屈曲部が若干長めになり、回線により幾何学文を施すものである。 69・

70は、口唇部に刻目を施すが、屈曲部には施さなし、。 71は、口唇部と屈曲部に刻目を施し、そ

の直下に平行回線文を施し、この回線文に縦位に4本単位の弧状の四線文を施す。 72は、被状

の回線文を口縁部先端に向かつて垂直に施すものである。 73は、若干屈曲部端が内傾し、凹線

文により幾何学文を構成する。

74-77は、回線文に沿うように刺突連点文を施すものである。 74・75は、若干内傾するもの

で、細形凹緯文により幾何学文を構成し、弧状の細形回線文に沿うように、東'J突連点文を施す。

磨き調整であり、焼成は良好で、ススが付着している。 76は、屈曲部直上に回線文を巡らし、

上位および下位に刺突連点文を施すが摩滅している。 77は、横位の回線文を施し、これに接す

るように弧状に施すもので、弧状の回線文に沿って刺突連点文を施す。 78は、外反するロ縁に

3条単位の回線文を巡らし、屈曲部に刻自を施すものである。 79は、屈曲部直下に 3条単位の

回線文を施し、縦位の撚糸文を施すものである。

②胴部(第23図~第28図-80-145)

網部の形態は、ほぽ円筒形を呈するが、文様構成に若干のバリエーションが認められる。撚

糸文を縦位に施し、回線文で幾何学的な文様構成をするものである。撚糸文と網目状撚糸文が

ある。

80-94は、幾何学凹線文を施すもので、 80・83は、明瞭な屈曲部下位に凹線文を 4条施し、
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l本目と 4本日を弧状に結ぶもので、 81・82は、屈曲部に凹線文に横位あるいは斜位に施す。

84は、 3条の回線文を横位に施し、弧状の凹線文を施ずことにより、幾何学文を構成するもの

である。 85・88は、回線文で三角形状の幾何学文を施すもので、焼成および胎土が類似してい

る。 86は、 8条の凹線文を弧状に施す。 89は、数条の回線文を横位あるいは斜位に施すもので、

磨き調整であり、焼成は良好である。 90は、横位の回線文を数条施し、その上から縦位の回線

文を施すことにより、幾何学文を構成するものである。 91 ・ 92は、 1~3 条の凹線文を横位に

施し、縦位に弧状の2条の回線文を施す。 92・93は、焼成および胎土が類似している。 94は、

方形幾何学文を施す。

95~0124は、撚糸文を縦位に施し、幾何学凹線文を施文するもので、撚糸文を間隔をおかず

に束にするものである。撚糸文は、網目状撚糸文 (95 ・ 97~99， 102~108， 110・113・116・

118~12 1， 123・124)と撚糸文 (96・100・101・109・112・114・115・117・122)が認められ

る。

95~0103は、撚糸文を東にして縦位に施し、回線文を横位に施すもので、 95 ・ 96は、摩滅し

ており、 96はススが付着している。 97は、明瞭な稜線を屈曲部内面にもつもので、ナデ調整で

焼成は良好である。 100は、薄手で若干摩滅している。 1011ま、屈曲部内面の稜は明瞭である。

102は、横位に数条の凹線文を施し、網目状撚糸文を施したあと縦位に数条の凹線文を施すも

のである。 103は、縦位の網目状撚糸文に沿うように、波状の回線文が施される。 104は、弧状

の回線文を横位に幾何学的に施している。 105は、屈曲部の近くの胴部破片であり、 15皿単位

の網目状撚糸文を東にして縦位に施し、回線文で幾何学模様を施す。 106-109は、数条の回線

文を横位あるいは斜位に施すもので、 110は、太形の回線文を教条横位に施し、 111・112は、

横位の回線文の上と下の凹線文を弧状に結ぶものである。 113---117は、回線により幾何学文を

構成するもので、 114は丁寧なナデ調整で、 114は、撚糸の施文が荒いタッチのものである。

116は、 121と焼成および胎土が類似している。 118~120は、破片のため網目状撚糸文しか認め

られないもので、 15皿単位の網目状撚糸文を間隔をおかずに東にして施す。 121~124は、底部

近くの胴部破片で、 121~123は、回線文を数条横位に施し、 124は、曲線文を施すものである。

125~132は、期j突連点文を回線文に沿うように施すものである。刺突連点文は、断面形がU

字状(l25~129， 131・132)のものと断面V字状 (130)のものが認められる。

125， 126は、網目状撚糸文、回線文を施すもので、刺突連点文を125は回線文下位に、 126は

上位に施す。 127-132は、直線、曲線の検位あるいは斜位の回線文により、幾何学文を構成す

るもので、 127-132は、回線文の上位および下位に刺突連点文を施すものであるが、 132のよ

うに 3条の剰突連点文を斜位に施すものもある。磨き調整で焼成は良好である。 127-129は、

焼成および胎土が類似している。 130は、幾何学回線文が浅い施文のものである。

133は、屈曲部下端から胴部中央までの若干膨らみをもっ胴部破片である。 14mm単位の網目

状撚糸文を縦位に間隔をおいて施し、 40阻の無文部をおき 3条単位の網目状撚糸文を施す。
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O 5cm 

第30図 V類土器実測関同

屈曲部下端と胴都中央には数条の横位の回線文を施す。多量のススが付着している。

134-142は、間隔をおいて単独で縦位の網目状撚糸文を施すもので、器壁は若干薄いようで

あるが、焼成は良好である。 134は、不明瞭な屈曲部に凹線を横位に施し、 135は、丁寧なナテ

調整で、焼成も良好である。 136・138・139は、平行回線文を横位に施す。 140・141は、小破

片の為、縦位の単独網目状撚糸文しか認められないものである。

143-145は、その他の胴部片で、 143は、 4条単位の浅いヘラ沈線を交差させるもので、内

面は、ナデ調整であるが凹凸を認める。 144は、 4条の浅い沈線が、機位あるいは斜位に施さ

れる。 145は、凹線を横位に施すが不規則であり、内面は凹凸が認められる。

③底部(第29図~第30図-146-160)

平底と若干上げ底気味の平底が認められ、施文は、撚糸文、凹線文、東j突文と無文がある。

146・147は、縦位の網目状撚糸文は底部端まで達し、回線による幾何学文を施す。 148・149
は、検位の多条の回線文を施すもので、 148は、粘土の付着が認められる。 150， 151は、横位

に3条の回線文を施すもので、 151は、上位に刺突連点文が施される。 153は、底部端に多条の

撚糸文が認められる。 154-160は無文の底部であり、 156は、粘土の継ぎ目が認められ、 157は、

上げ底気味となるものである。
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(2)壷形(第31図~第33図-161.......179)

ロj縁部は、肩・胴部上半から内傾したままでおさめるものである。口唇部若干内傾し、丸く

おさめるものと、平坦にするものが認められ、そこには刻目を施すものが主体であるが、中に

は施さないものもある。施文および隆起帯の形成は、若干バリエーションが認められる。

a : 161-165は、口層部から胴部上半にかけて数条の隆起突帯に刻目を施し巡らせるもので

ある。刻目は繁雑である。また、外面は丁寧なナデ調重であるが、内面は荒いナデ調整

であり凹凸が残る。

161は、口唇部は、若干内傾気味にして丸くおさめ、口唇部外端に刻自を施し、ロ縁

部外面上位に5条巡らし、間隔をおいて6条巡らす。色調は茶褐色であり、焼成は良好

である。胎土には角閃石、長石、石英を含む。

b : 166-169は、ロ縁部に微隆突帯を教条巡らせるものである。隆起部の形成および刻目は

丁寧である。また、外面内面ともに丁寧な磨き調整で暁成も良好である。

166は、口唇部は内傾するが、平坦におさめロ唇部外端に刻目を施す。ロ縁部外面は

内傾気味になり、教条の丁寧な微隆突帯を巡らす。内外面にススが付着している。

C : 171-172は、口縁部に隆起帯を数条巡らせるものである。回線文を施すことにより、陵

起部を形成し、そこに爪形の刻目を施す。外面内面ともナデ調重であるが、若干繁雑で

ある。口唇部は、平坦におさめ刻目は施さなドょうである。

d : 173は、ロ縁部に数条の回線文を巡らせるものである。凹線文により隆起部を形成する

が、そこには刻目を施さない。口唇部は、丸〈おさめ若干肥厚する。色調は、糠茶褐色

である。

174.......179は、胴部破片である。無文であるが焼成、胎士、調整が類似している為、ここに含

めたが、傾きは不安である。 174.......178は、外面は丁寧なナデ調整であるが、内面は荒いナデで

あり、凹凸が認められる。 176.......178は‘胴部外面の下位が梅望書皮状になっている。 179は、底

部と思われる。

"¥{類土器(第34図~第35図-180.......195)

180.......189は、幾何学回線文の区画内に網目状撚糸文、撚糸文、縄文、刺突連点文を施すもの

である。

180は、若干内湾しながらラッパ状に外反する口縁部破片で、屈曲部の稜線は明瞭である。

ロ縁部外面に幾何学回線文の区画内に撚糸文を回転押接するもので、幾何学回線文下位に刺突
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VI類土器実測図(2)

連点文を施す。さらに屈曲部に 2条の凹線文を横位に施し、その上位に刺突連点文を施す。色

調は茶褐色で、摩滅している。 181は、ラッパ状に外反する口縁部で、幾何学回線文を横位あ

るいは斜位に施すことにより区画を形成し、そこに縄文および回線文を施すものである。

182~189は、幾何学回線文の区画内に撚糸文を施すもので、太形幾何学回線の区画内に網目

状撚糸文を施すものと(182・183・186・187)浅い幾何学凹線文の区画内に撚糸文を施すもの

(184・185・118・189)がある。

190~196は、幾何学凹線文の区画内に刺突連点文を施すもので、丁寧な磨き調整で焼成も良

第35図

好である。 190は頭部破片であり、明瞭な稜線が内面に認められる。色調は外面が黒褐色で、

内面は茶褐色である。 195は、刺突連点文は認められないが、胎土、焼成等から同一系統のも

のと思われる。

196は、耳飾りと考えられている耳栓である。浅い幾何学沈線の区画内に先の尖った工具に

より連点を不規則に充填するものである。文様が施されている外側は丁寧なナデ調整である

が、内側は荒いナデ調整である。胎土には角関石、長石、石英を含む。

耳栓は、縄文時代中期以降に東日本を中心として出土例が見られるようであるが、文様梅成

などから塞ノ神式土器に伴うものであろうと考えられる。県内においては類例が少なく、唯一

知覧町石坂上遺跡で二列出土しているだけである。本遺跡のものは、石坂上遺跡出土のものよ

り大型のようである。 197は、砂岩質の自然円礁を素材とする小型の叩石と思われる。
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第36図 茸栓および石器実測図

第5章まとめにかえて

今回調査対象区域となった下回遺跡のB地区は、尾根状台地の微高部が耕作によって削平を

受け、その北西側の緩斜面であるため、遺構などは検出されなかったが、縄文時代早期末の塞

ノ神式土器を単純に包含する遺跡であった。縄文早期の壷形土器をはじめ耳栓の出土など貴重

な資料を出土するに至った。

出土した土器については、その形態から便宜的にM類に類別し、さらに特徴によって細分し

た。 I-lV類は、出土遺跡は少量であり、 v・¥[類が主体を占め、バリエーションも多彩であっ

た。

I類土器は、川辺郡知覧町石坂上遺跡の出土土器を標識とする石坂式土器で、貝殻腹縁によ

る丁寧な綾杉文を施すのが特徴である。本町においては倉圏B遺跡でまとまって出土している。

E類土器は、いわゆる桑ノ丸遺跡出土の3類土器(1)に類似するものである。 4・5は櫛状施

文具で流水文を施すもので三代寺遺跡の4類土器(2)に酷似する文様構成のものである。本町に

おいては下牧・上田屋敷遺跡が知られている。

E類土器は、平梼式土器に類似するものである。県内では前畑遺跡、(3)でまとまって出土して

おり、本町においては大長野遺跡が知られている。

lV類土器は、手向山式土器に類制するもので、 「く」の字に屈曲するのが特徴である。県内
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においては、中尾田遺跡で多量の出土が知られている。

V類土器は、河口貞徳氏の塞ノ神Aa式土器但)にあたり、新東晃一氏の石坂上式土器、梼ノ

原式土器の範暗に入るものと思われるものである(5)。深鉢は、ロ縁部に特徴が認められ、口縁

部がラッパ状に開くものと、外反するロ縁部の端部がキャリバー状に屈曲するものがある。ま

た、平縁が主体であるが中には波状口縁も認められる。文様構成は、幾何学回線文を施文する

ものが主体を占め、撚糸文は間隔をおかずに施すもの、間隔をおいて施すもの両方が存在する

ようである。本町においては、石踊遺跡、刷、夏井土光遺跡などが知られており、県内において

は、小山遺跡(6)、石坂上遺跡の出土遺跡の出土例が知られている。

壷形土器は、隆起帯の形成に着眼し、 a:隆起帯に繁雑な刻自を施すもの。 b:微隆突帯に

丁寧な刻目を施すもの。 c 凹線文を施すことにより隆起帯を形成し、爪形の刻自を施すもの。

d: 凹線文を施して隆起帯を形成するが刻目を施さないもの。 a~dに細分したが同一系統の

査形土器と思われる。本遺跡出土の微隆突常を施すものは、本町においては石踊遺跡伶)で出土

しており、県内においては吹上町塚ノ越遺跡(7)に類似するものであるが、若干のバリエーショ

ンが認められ、注目されるところである。壷形土器については、最近、新東晃一氏により集成

がなされている。

¥I類土器は、幾何学凹線文の区画内に撚糸文および、東IJ突連点文を施すもので、河口貞徳氏の

塞ノ神Ab式土器(4)にあたるもので、新東晃一氏の鍋谷式土器、木佐貫原式土器の範鴫に入る

ものと思われる(5)。本町においては、石踊遺跡、などが知られており、幾何学回線文の区画内に

撚糸文を施すものが一般的であると思われるが、本遺跡においては刺突連点文を充填するもの

で、県内においては、類例は少ないようである。刺突連点文を施すものは、磨き調整であり、

焼成も非常に良好で若干の相違が認められる。

縄文早期末の塞ノ神式土器をほぼ単純に包含する遺跡であった。査形土器および耳栓は県内

に類例は少なく、今後の資料の増加に期待したい。

(参考文献)

(1)新東晃一他「桑ノ丸遺跡J鹿児島県教育委員会 1977年

(2)新東晃一他「三代寺遺跡」鹿児島県教育委員会 1979年

(3)新東晃一他「前畑遺跡」鹿児島県教育委員会 1990年

包)河口貞徳「塞ノ神式土器と様式土器」鹿児島考古19号 1985年

(5)新東晃一他「塞ノ神式土器再考」日本民族・文化の生成 1988年

(6)戸崎勝洋他「小山遺跡」鹿児島県教育委員会 1982年

(7)新東晃一他「縄文通信」南九州縄文研究会Nn4 1991年

(8)立神次郎他「石踊遺跡」志布志町教育委員会 1979年

(め「知覧郷土誌」知覧町教育委員会
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第2表 B地区出土土器観察表

挿図番号 遺物番号 出土区 層 胎 土 色調 外 面 調 整 内 面 調 整 備 考

第図10 
1 1σr ¥i 角閃石・長石・石英 茶褐色 丁寧なナデ 丁寧なナデ 器壁薄手

2 10T 11 角関石・長石・石英 茶褐色 ワ ワ 摩滅

3 10-B ¥i 角関石・長石・石英・金雲母 暗茶褐色 ナデ 丁寧なナデ 綾杉文、小磯多量含む

4 7-B 庁 角関石・長石・石英 茶灰色 ナデ ナデ 流水文、小型聖多量含む

第
5 7-B 庁 角閃石・長石・石英 暗黄茶褐色 ナデ ナデ 荒いタッチの流水文

6 9-B 庁 長石・石英・金雲母 暗赤褐色 ナデ ヘラ削り 羽状文、小磯多量含む
14 

7 8-B 角閃石・長石・石英 淡茶褐色? ナデ 丁寧な羽状文
図

F 

8 10-B p 角関石・長石・石英 茶褐色 ? ナデ 荒いタッチの羽状文

9 6-B p 角閃石・長石・石英 黄褐色 ワ ワ 荒いタッチの羽状文

1 0 10-B 庁 角関石・長石・石英・金雲母 茶褐色 ナデ ナデ 羽状文

1 1 10-B ¥i 角閃石・長石・石英・金雲母 赤褐色 ナデ ナデ 羽状文

第 1 2 8-C 11 角関石・長石・石英・金雲母 暗茶褐色 荒いナデ 荒いナデ 荒いタッチの羽状文

15 1 3 6-C p 角閃石・長石・石英・金雲母 暗褐色 ナデ ワ

図 1 4 6-C 11 角閃石・長石・石英 淡茶褐色 ナデ ヨコナデ 1< Jの字に屈曲

1 5 6-C 11 角関石・長石・石英・金雲母 茶灰色 ナデ ナデ 突帯状に盛り上げ刻目 | 

1 6 9-C ¥i 角関石・長石 茶褐色 丁寧なナデ 丁寧なナデ 内湾

1 7 lO-B 庁 角関石・長石 茶灰色 ナデ ヨコナデ 幾何学文、スス付着

1 8 3-C 庁 角閃石・長石・金雲母 茶褐色 丁寧なナデ 丁寧なナデ 器壁薄手

第
1 9 8-C p 角閃石・長石 褐色 磨き 磨き 幽線文

20 10-B 庁 角閃石・長石・石英 茶褐色 丁寧なナデ ナデ 曲線文、頚部下位撚糸文l

16 
2 1 6-C 角閃石・長石 淡茶褐色 ナデ ナデ 多条回線幾何学文庁

図
2 2 6-D F 角閃石・長石・石英 茶褐色 ヨコナデ ヨコナデ ロ縁部文様部まで撚糸文

2 3 9-C 庁 角関石・長石 暗茶褐色 ナデ ナデ 摩滅

24 6-C 庁 角関石・長石 明茶褐色 ナデ ナデ 摩減

25 ll-B F 角閃石・長石・石英 明茶褐色 ナデ ナデ 摩減

2 6 3-C ¥i 角関石・長石 茶褐色 ナデ ナデ 間線を孤状に結ぶ

第 2 7 lO-B 庁 角関石・長石 茶褐色 ヨコナデ 丁寧なヨコナデ スス付着

17 2 8 8-C 庁 角関石・長石 明茶褐色 丁寧なヨコナデ 磨き 焼成良好

図 29 3-C p 角関石・長石・石英 1炎茶褐色 ナデ ヨコナデ 器壁厚手

30 7-C 庁 角関石・長石・石英・金雲母 茶灰色 ヨコナデ ヨコナデ スス付着

3 1 8-C ¥i 角関石・長石・石英 茶灰色 ヨコナデ ナデ 頚部下位事態糸文

32 3-C ノゲ 角関石・長石・石英 淡茶褐色 ヨコナデ ナデ 器壁厚手

33 8-C p 角関石・長石・石英 明褐色 ヨコナデ ヨコナデ 器援厚手

第
34 10-C 11 角関石・長石・石英 茶褐色 丁寧なナデ ヨコナデ 焼成良好、若干内湾

35 7-C p 角関石・長石 暗褐色 磨き ヨコナデ 焼成良好
18 

3 6 7-C 角関石・長石 暗褐色 ヨコナデ ヨコナデ 浅い平行回線・スス付着11 
図

37 8-C 角関石・長石 茶褐色 ナデ ナデ 浅い平行回線・器壁薄手p 

38 8-C 11 角閃石・長石 茶灰色 ヨコナデ 丁寧なヨコナデ スス付着・羽状刻み目

39 9-B 11 角関石・長石・石英 淡茶褐色 ナデ ナデ 浅い3条凹線

40 8-C 用 角関石・長石・石英 暗茶褐色 丁寧なナデ 丁寧なナデ 口底部に刻線

4 1 2-B ¥i 角関石・長石・石英' 淡茶褐色 丁寧なナデ 丁寧なナデ 断面V字状f!lJ突違点

42 10-B 11 角関石・長石・石英 淡灰色 丁寧なヨコナデ ヨコナデ 断面U字状如l突違点

43 7-C F 角閃石・長石・石英 暗茶灰色 ナデ ナデ スス付着

第
44 7-C p 角関石・長石・石英 精茶灰色 丁寧なナデ 丁寧なナデ スス付着

45 ll-A 庁 角関石・長石 暗茶灰色 ヨコナデ ナデ スス付着
19 

46 6-C 長石・石英・金雲母 褐色 ヨコナデ 了寧なナデ 内湾気味のロ縁p 

図
47 8-C 庁 角関石・長石・石英 茶褐色 ナデ ナデ 単独卿j突違点、摩滅

48 ll-A 庁 長石・石英 淡茶褐色 ナデ 磨き 器量産薄手

49 10-B p 角関石・長石・石英 淡茶褐色 丁寧なナデ 丁寧なナデ 頚部下位に撚糸文

50 9-C F 角関石・長石 婿茶褐色 ナデ ナデ 摩減
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挿図番号 遺物番号 出土区 層 胎 土 色調 外 面 調 整 内面調整 備 考

5 1 8-C U 角関石・長石 明茶褐色 ヨコナデ ヨコナデ 波状ロ縁

52 3-C 庁 角閃石・長石・石英 淡茶褐色 サデ ナデ 凹線文上位刺突適点

53 ll-B 庁 角関石・長石・石英 明茶褐色 ナデ ナデ
第 54 ll-B 庁 角閃石・長石 淡茶褐色 ヨコナデ ヨコナデ
20 

55 8-C 角関石・長石 褐色 ヨコナデ ヨコナデ 口縁部分にまで撚糸文図
p 

56 8-C 庁 角閃石・長石・石英 暗褐色 磨き 磨き 孤状に結ぶ

57 8-C p 角関石・長石・石英 暗赤褐色 ヨコナデ ヨコナデ スス付着・無文

58 3-C 庁 角関石・長石・石英 淡茶褐色 ナデ ナデ 無文

59 3-C U 角閃石・長石・石英 茶褐色 丁寧なナデ 丁寧なナデ 波状口縁

60 8-C p 角関石・長石 淡茶褐色 ナデ ヨコナデ

6 1 lQ-B 庁 角閃石・長石 明茶褐色 丁寧なナデ 丁寧なナデ 波状の凹線文
第

62 11-C F 角関石・長石 淡茶褐色 ナデ ナデ
21 

63 3-C 角関石・長石・石英 淡茶褐色 ナデ ナデ '*減p 

図
64 3-C 庁 角関石・長石 暗茶黄褐色 ナデ ナデ ロ縁部端肥厚

65 9-C 11 角閃石・長石 茶褐色 丁寧なナデ 丁寧なナデ

66 11-B p 角関石・長石・石英 茶褐色 磨き ヨコナデ

67 ll-B ¥[ 角関石・長石 茶褐色 ヨコナデ ヨコナデ 事J突連点文状の劃IEI

68 ll-B 庁 角関石・長石 暗茶褐色 ナデ ヨコナデ 事j突通点文状の刻目

69 8-C 庁 角閃石・長石・石英 茶黄褐色 ナデ ヨコナデ 屈曲部刻目施さない

70 6-C 庁 角関石・長石 暗茶褐色 丁寧なヨコ ゴ寧なヨコナデ 屈曲部刻目施さない

7 1 9-B 11 角閃石・長石 淡茶褐色 ナデ ナデ 幾何学文

第 72 8-C p 角関石・長石・石英 茶褐色 ナデ 丁寧なナデ 波状の凹線文

22 73 7-B 庁 角関石・長石 1炎茶褐色 ナデ ナデ 幾何学文

図 74 7-C 11 角閃石・長石・石英 暗茶灰色 ナデ ナデ 焼成良好スス付着

75 10-B 11 角閃石・長石・石英 茶褐色 磨き 磨き 焼成良好

76 6-C I! 角関石・長石 茶灰色 ナデ(?) ヨコナデ 摩滅

77 2-B 11 角閃石・長石 淡茶褐色 丁箪なナデ ヨコナデ 幾何学文

78 5-C 11 角閃石・長石 茶褐色 ナデ ナデ

79 ll-B 庁 角閃石・長石 暗茶褐色 ナデ ナデ ロ縁部文様部分に機糸文

80 8-0 U 角関石・長石 明茶褐色 ナデ ナデ 孤状に結ぶ

81 10-0 p 角閃石・長石 暗茶褐色 丁寧なナデ 丁寧なナデ

82 7-C 庁 角閃石・長石・石英 暗貧茶褐色 ナデ ナデ

83 8-B p 角関石・長石 茶褐色 ナデ ナデ DIl状に給ぶ

84 ll-B 11 角閃石・長石・石英 暗褐色 丁寧なナデ ナデ

85 ll-B I! 角関石・長石・石英 暗茶褐色 ヨコナデ ヨコナデ =角状幾何学文

第 86 10-B 庁 角関石・長石 暗黄茶褐色 ナデ ナデ

23 87 ll-B 庁 角関石・長石 明茶褐色 磨き 7寧なヨコナデ

図 88 ll-B p 角関石・長石・石英 暗茶褐色 ヨコナデ ナデ =角状幾何学文

89 6-C F 角関石・長石・石英 暗茶褐色 磨き 磨き 調整・焼成良好

90 8-C F 角閃石・長石・石英 暗茶褐色 ナデ ヨコナデ

9 1 6-C p 角閃石・長石・石英 情茶褐色 ナデ ナデ 砂粒多し

92 6-B 庁 角閃石・長石・石英 淡茶褐色 丁寧なナデ ナデ

93 9-C 11 角関石・長石・石英 暗褐色 ヨコナデ ナデ スス付着

94 lQ-B F 角閃石・長石・石英 淡茶褐色 ナデ ナデ

95 10-C ¥[ 角関石・長石 淡茶褐色 ナデ ナデ 摩滅

96 ll-B F 角関石・長石 茶褐色 ナデ ナデ スス付着
第

97 9-C 庁 角関石・長石・石英 明赤褐色 丁寧なナデ ヨコナデ 屈曲部明瞭
24 

98 9-B 角閃石・長石 淡茶褐色 ナデ ナデp 

図
99 9-B 庁 角関石・長石 f炎茶褐色 ナデ ナデ 摩滅

1 00 ll-A p 角関石・長石・石英 茶褐色 ナデ 庁-7 内面多量のスス付義
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指図番号 遺物番号 出土区 層 胎 土 色調 外面調整 内 面 調 整 備 考

1 0 1 11-B "¥i 角閃石・長石・石英 暗黄褐色 ナデ ナデ

第
102 6-C F 角閃石・長石 茶褐色 ナデ ヨコナデ

24 103 1O-B 庁 角閃石・長石 茶灰色 ナデ ナデ 波状の凹線文
図 104 8-寸C Jγ 角関石・長石・石英 暗茶灰色 ナデ ヨコナデ

105 9-B 庁 角閃石・長石 淡茶褐色 ナデ ヨコナデ

106 6-C "¥i 角関石・長石・石英 淡茶褐色 ナデ ナデ 摩減

107 11-B 庁 角関石・長石・石英 明茶褐色 ナデ ナデ 摩減

108 9-B 庁 角関石・長石 茶褐色 ナデ ナデ

109 3-C 庁 角閃石・長石 淡茶褐色 ナデ ヨコナデ

110 10-B 庁 長石・石英 暗茶褐色 ナデ ヨコナデ 多条太形回線

第 1 11 6-寸2 月Y 角関石・長石・石英 茶褐色 ナデ ヨコナデ 孤状に結ぶ

25 112 l1-A p 角閃石・長石 明茶褐色 ナデ ナデ 孤状に結ぶ

図 113 9-B 庁 角閃石・長石・石英 茶褐色 丁寧なナデ ナデ

114 9-C 11 角関石・長石 騎茶褐色 ナデ ナデ

115 9-ィコ 庁 角閃石・長石 暗茶褐色 ナデ ヨコナデ

116 6-C 庁 角閃石・長石・石英・金雲母 明褐色 荒いナデ 荒いナデ

1 17 8-C 庁 角閃石・長石・石英 茶黄褐色 ナデ ヨコナデ

118 7-C 11 角関石・長石・石英 茶灰色 ナデ ヨコナデ

1 19 7-C "¥i 角関石・長石 靖褐色 ヨコナデ ヨコナデ スス付着

120 7-C p 角閃石・長石・石英 茶灰色 ナデ ヨコナデ

第
1 2 1 7-B p 角閃石・長石・石英・金雲母 明褐色 ナデ ワ

122 1O-B 庁 角閃石・長石・石英 茶褐色 ナデ 荒いヨコナデ
26 

123 9-C p 角閃石・長石 茶灰色 ナデ ナデ
図

124 8-B ノゲ 角閃石・長石・金雲母 茶褐色 磨き ナデ 曲線文

125 。寸C 11 角関石・長石・金雲母 暗茶褐色 ナデ ナデ

126 8四寸2 p 角関石・長石・石英 茶葉褐色 ナデ ヨコナデ

127 8戸 C "¥i 角関石・長石・石英 婿黄茶褐色 ナデ ナデ 曲線文

128 8-C p 角関石・長石・石英 暗黄茶褐色 ナデ ナデ

第 129 8-C F 角閃石・長石・石英 明褐色 ナデ ナデ 曲線文

27 130 8-C p 角閃石・長石・石英 淡茶褐色 ナデ ナデ 摩滅

図 131 8-寸己 p 角関石・長石・石英 暗灰色 丁寧なナデ ヨコナデ

132 6-C F 角関石・長石 茶褐色 磨き 磨き 調盤・焼成良好

133 7-C 庁 角関石・長石・石英 暗茶褐色 ヨコナデ ヨコナデ スス付着

134 8-C "¥i 角関石・長石・石英 茶灰色 ナデ ナデ

135 11-B 11 角閃石・長石・石英 婿茶褐色 丁寧なナデ 丁寧なナデ

136 l1-A 庁 角関石・長石 晴茶褐色 ナデ ナデ

137 6-C 府 角関石・長石 暗茶褐色 ナデ ナデ

第
138 lO-C p 角関石・長石・石英 黒褐色 丁寧なナデ す寧なヨコナデ

139 1O-C 11 角関石・長石 暗茶褐色 ナデ ナデ
28 

140 10唱 角関石・長石 茶褐色 ナデ ナデ庁

図
141 10-召 庁 角閃石・長石 茶褐色 ナデ ナデ

142 1O-B 11 角閃石・長石・石英 茶褐色 ナデ ナデ

143 4-C 庁 角関石・長石・石英 淡茶褐色 ナデ ナデ

144 8-C F 角関石・長石・石英 茶褐色 ナデ ヨコナデ

145 8-C 11 角関石・長石 明茶褐色 ヨコナデ ヨコナデ

146 6-C "¥i 角関石・長石 茶褐色 ナデ 荒いヨコナデ

第 147 6-C p 角関石・長石・石英 茶褐色 ナデ ナデ

29 148 6-C F 角関石・長石・石英 明茶褐色 ナデ ヨコナデ スス付費

図 149 S-C 庁 角関石・長石・石英 暗茶灰色 ナデ ヨコナデ

150 8-C 11 角閃石・長石・石英 暗黄茶褐色 ナデ ナデ
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挿図番号 遺物番号 出土区 層 H台 土 色調 外面調整 内面調整 備 考

1 5 1 3-B U 角閃石・長石 淡茶褐色 ナデ ナデ 回線文上位に如j突通点

152 8--c F 角関石・長石 淡茶褐色 ナデ ナデ

第 153 7--c 11 角関石・長石・石英 茶褐色 ナデ ナデ
29 

154 8古 角関石・長石・石英 f炎茶褐色 ナデ ナデ 無文図 p 

155 8--c 庁 角閃石・長石 暗褐色 ナデ ナデ 無文

156 ll-B 庁 角閃石・長石・石英 淡茶灰色 ナデ ナデ 無文

第
157 7ー召 ¥[ 角関石・長石・石英・金雲母 明褐色 ナデ 了寧なナデ

158 6-→B 11 角関石・長石 淡茶褐色 ナデ ナデ
30 

159 lO--c 庁 角関石・長石・石英 淡茶褐色 ナデ ナデ
図

160 10-B λア 角関石・長石・石英 明褐色 丁寧なナデ ナデ

第31図 161 6--c ¥[ 角関石・長石・石英 茶褐色 丁寧なナデ 荒いヨコナデ 隆起帯に刻目

162 6--c 庁 角閃石・長石・石英 茶褐色 丁寧なナデ 荒いヨコナデ 隆起帯に刻自

163 6--c ノア 角閃石・長石・石英 茶褐色 了寧なナデ 荒いヨコナデ 隆起帯に刻B

164 6--c ノ少 角関石・長石・石英 暗茶褐色 丁寧なナデ 荒いヨコナデ 隆起滑に刻目、スス付着

165 7-B 庁 角関石・長石・石英 明茶褐色 丁寧なヨコナデ 磨き 微隆突帯、スス付着

第
166 6--c p 角関石・長石・石英 明茶褐色 丁寧なヨコナデ 磨き 徴隆突帯

167 6--c 庁 角関石・長石・石英 茶灰色 丁寧なヨコナデ 磨き 徴隆突待
32 

168 6--c ノア 角関石・長石・石英 明茶褐色 丁寧なヨコナデ 磨き 徴隆突干骨
図

169 6--c ノゲ 角閃石・長石・石英 明茶褐色 丁寧なヨコナデ ヨコナデ 隆起帯に爪形の刻自

170 6--c 庁 角閃石・長石・石英 明茶褐色 丁寧なヨコナデ ヨコナデ 隆起帯に爪形の刻自

171 6--c 庁 角関石・長石・石英 茶褐色 ナデ ヨコナデ 凹線文帯

172 6--c 11 角閃石・長石・石英 茶褐色 ナデ ナデ

173 7-B 庁 角関石・長石・石英 淡茶褐色 丁寧なナデ 丁寧なナデ

174 2-B U 角関石・長石 茶褐色 丁寧なナデ ヨコナデ

175 6--c p 角関石・長石 茶褐色 ナデ ナデ
第

176 3-→B 庁 角閃石・長石 褐色 ナデ ナデ 梅華皮状
33 

177 3-B 角関石・長石・石英 茶褐色 ヨコナデ ヨコナデ 梅華皮状庁

図
178 3-B 11 角関石・長石・石英 茶褐色 ヨコナデ ヨコナデ 梅華皮状

179 3-B p 角関石・長石・石英 赤褐色 ヨコナデ ヨコナデ

180 8--c ¥[ 角閃石・長石・石英 茶褐色 ナデ ヨコナデ 摩減

181 lO--c 11 角閃石・長石・石英 茶黄褐色 ナデ ナデ 区画内縄文

182 7--c 庁 角閃石・長石・石英 明褐色 ナデ ナデ 区画内網目状燃糸文

第
183 6--c 庁 角関石・長石・石英・金雲母 稽茶褐色 ナデ ナデ 区画内網目状撚糸文

184 6--c 庁 角閃石・長石・石英 茶灰色 ナデ ヨコナデ 区画内燃糸文
34 

185 6--c 11 角閃石・長石 明褐色 ナデ ナデ 区画内撚糸文
図

186 8-B ノγ 角閃石・長石・石英 茶褐色 ナデ 荒いヨコナデ 区画内網目状撚糸文

187 8-B 庁 角閃石・長石・石英 茶褐色 ナデ 荒いヨコナデ 区画内網目状撚糸文

188 7-B 11 角閃石・長石 淡茶褐色 ナデ ヨコナデ 区圏内撚糸文

189 6--c ノア 角関石・長石 淡茶褐色 ナデ ナデ 区画内撚糸文

190 8--c ¥[ 角関石・長石・石英 黒褐色 磨き 磨き 区画内刺突違点文

191 8--c 庁 角関石・長石 茶黒褐色 磨き 磨き スス付着
第

192 7--c p 角閃石・長石・石英 茶黒褐色 磨き 磨き 区画内期l突通点文
35 

193 8--c 角閃石・長石・石英 茶黒褐色 丁寧なナデ 磨き 区画内弟l突連点文11 

図
194 7-B 11 角閃石・長石・石英 茶褐色 丁寧なナデ 丁寧なヨコナデ 区画内弟j突違点文

195 8--c 11 角関石・長石・石英 黒褐色 磨き 丁寧なヨコナデ 区画内東j突違点文
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写 真 図 版





土層断面 (5T) 

A地区集石出土状況(1 T) 

B地区 1号畦畔(東から)

B地区遺物出土状況(東から)
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土層断面(1 0 T) 

B地区 1号畦畔土層断面

B地区2号畦畔(西から)

B地区遺物出土状況(東から)



図

版

2

B地区舷張区(西から)

土器出土状況

土器出土状況

土器出土状況
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B地区鉱張区(北から)

土器出土状況

土器出土状況

土器出土状況
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B地区土器出土状況
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壷形土器出土状況

壷形土器出土状況

査形土器出土状況

査形土器出土状況
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耳栓出土状況

石銭出土状況

石錯出土状況

右錯出土状況



5 

7 8 9 

12 
14 

第 I~IV 類土器 (3~15)

-65-

図
版

5

10 

15 



図

版

6

36 

fゆ7:'*，'町 一一 旬、守i

zι一命 守 合 一

"-""i';"C-'1 ~.、凶嚇-'
ふて 電 〆

t .. ，←~-;:~.古訓/
一『咽司.闘-- 32 

37 

第V 類土器 (31~45) 
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第V 類土器 (46~58 )
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第V 類土器 (59~68)
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第V 類土器 (69~79)
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第V 類土器 (80-94)
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100 

第V 類土器 (95-108)
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117 118 

第V 類土器 (109~120 )

122 123 
121 

129 

第V 類土器 (121~132)
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第V 類土器 (133-145)
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第V 類土器 (146-160)
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第V 類土器(1 6 1 ) 
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第V 類土器 (162-179)
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180 183 ~ 184 

182 

185 。
187 188 

..  個個個~

190 

191 192 193 194 195 

第VI 類土器 (180-195)
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あ とがき

下回遺跡の確認調査は、心地よい秋風の吹く 10月末に始まり、ミゾレ混じりの寒

風吹きすさぶ年の暮れに終了しました。

調査当初、確認トレンチの出土遺物が少量であったため、多少の安堵感をもって

調査を進めていましたが、緊急発掘調査区域の調査に入り、多量の撚糸文系の土器

が出土し、さらに、最近注目されている壷形土器をはじめ、県内では珍しい耳栓の

出土等も相次ぎ、限られた時間の中で慌ただしく調査を完了することになりました。

報告書執筆は初めての体験でもあり、不安と緊張の中で多くの方々からご指導・

ご教示を頂きながら、ようやく報告書刊行にまでたどりつくことができました。特

に、県文化課の新東晃一氏には、御多忙にもかかわらず懇切に指導を頂き厚くお礼

申し上げます。

なにぶんにも浅学非才のため、多くの誤りを指摘されることになると思いますが、

向学の徒に免じ、厳しいご教示を頂けたらと願っております。

最後になりましたが、限られた時間のなかで無理をしていただいた作業員の皆さ

んには、改めて深く感謝を申し上げます。

(御指導を頂いた先生方)

立神次郎、池畑耕一、井ノ上秀文、宮田栄二、堂込秀人、東和幸、上田耕

中村和美、その他鹿児島県教育庁文化課職員(敬称略)

(発掘作業員)

春口峯次、春日繁、山村又男、下山学、中野喜義、春口フミエ、柳満子

田之上鈴子、坪田和子、下回エル、岩田スズエ、上田美江子、藤井礼子

春日康子、上杉みゆき、樽野次子、吉原シズミ、上田智江、片村光子

中野光子、山下ミキ、宇都幸子、水流トシコ、原口ミエ、北村弘子

(整理作業員)

上杉みゆき、樽野次子、賓柴洋子、畠中しげ子、渡瀬早苗、山内章子
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